
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月の小欄で、今年度の理数教育に関わる事業について御紹介しましたが、今回は、先月 24 日（日）に

開催した「中学生科学コンテスト」について御報告します。 

このコンテストへの参加を、国・私立を含む都内の中学校及び中等教育学校を通して呼びかけたところ、

108 チーム、324 名の応募があり、都立高等学校２校を会場としての開催となりました。 

当日は、筆記と実技の二種類の競技が行われました。筆記競技は、時々相談しながらも個人作業が中心

となり、静かに取り組む様子が見られましたが、実技問題では、どのチームもアイデアを出し合いながら、

協力して作業を進めていました。開始早々作業を始めるチーム、ぎりぎりまで相談し、終了間際に急いで

仕上げるチームなど様々でしたが、共通していたのは、一人ひとりの生き生きとした表情でした。 

コンテスト終了後のアンケートには、 

「筆記問題は予想していたより難しかったけれど、おもしろかった。」 

「実技問題はチームの団結力を活かして取り組めるところが楽しかった。」 

等の感想が多く書かれており、科学に関心のある中学生の新たな活躍の機会ができたことを実感しました。

採点の結果、「都立武蔵高等学校附属中学校」と「都立大泉高等学校附属中学校」から参加した２チーム

が、東京都代表チームとして「科学の甲子園ジュニア 全国大会」に出場することが決定しました。全国

大会での活躍を楽しみにしています。 

本コンテストの運営にあたり、事前の準備や当日の運営、生徒の引率など、区市町村教育委員会や各学

校の先生方の大きな協力をいただいたことに、改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。 

平成 25 年 12 ⽉ 19 ⽇
通巻 第 33 号

東京都教育庁指導部    
義務教育特別⽀援教育指導課

●●●●中学⽣科学コンテストを終えて●●●● 
指導部主任指導主事  ⾚堀 美⼦

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン）

SSccrruumm ―スクラム― 
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東京都教育委員会ホームページ内に「学び応援ページ」というコーナーがあるのを御存じですか？ 

「学び応援ページ」には、各学校が、指導内容や指導方法等の工夫を通して、授業の改善・充実を図る

ことを応援するための、様々な事例集や報告書等を掲載しています。ぜひ、御覧いただき、参考にしてい

ただければと思います。なお、本通信のバックナンバーも、「学び応援ページ」に掲載しています。 

（東京都教育委員会ホームページアドレス 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/ ） 東京都教育委員会ホームページ・トップページ

の下の方に、このバナーがあります！  

    

学び応援ページを御活⽤ください！ 

 ★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・

氏名を御入力いただき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを御送信ください。 
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 複数の情報を比較・関連付け

て思考する活動を、教科の学習

の中に意図的・計画的に設定す

ることが大切であるということ

が分かります。 

◆小学校：Ｐ184～Ｐ196、中学校：Ｐ197～Ｐ20９に掲載 

 

平平平成成成 222555 年年年度度度「「「児児児童童童・・・⽣⽣⽣徒徒徒ののの学学学⼒⼒⼒向向向上上上ををを図図図るるるたたためめめののの調調調査査査」」」   
報報報告告告書書書ををを配配配布布布しししままましししたたた

 ７月に実施した「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の調査結果の分析や 
授業改善のポイントをまとめた「報告書」を、各学校に配布しました。児童・生徒 
の課題を把握し、授業を改善するための資料として、ぜひ御活用ください。 

各教科の問題ごとの正答率一覧と主に立ち戻るべき学習内容等 
 

 

 

平成 25 年 11 月 

東京都教育委員会 

 

 全ての設問について、「主に立

ち戻るべき学習内容等」として、

過去の関連する学習内容を示し

ています。学習上のつまずきの原

因を把握したり、復習させる内容

の目安としたりして、課題の見ら

れる内容への効果的な指導につ

なげることができます。 
◆小学校：Ｐ6～Ｐ15、中学校：Ｐ82～Ｐ93 に掲載 

 各問題について、学習指導要領

の内容、出題のねらい、評価の観

点、正答率を示しています。課題

の見られる設問について、どのよ

うな力をはかる内容なのかを確

認することが大切です。 

 

 

 

児童・生徒の学力向上を図るための調査

報告書 

 

平成 25 年度 

児童・生徒の学習に関する意識調査の結果 

小学校第５学年対象調査より 
 「複数の情報を比べたり、結び

付けたりしている」という質問に

ついての回答の割合のグラフで

す。「している」「たいていしてい

る 」 と 答 え た 児 童 は 全 体 の

46.0％でした。 

 「複数の情報を比べたり、結び

付けたりしている」機会が多い児

童ほど、全ての教科において平均

正答率が高くなっています。 
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                国語（中学校第２学年対象）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科の問題ごとの結果分析と授業改善のポイント 

課題の把握・分析

 各問題について、出題のねらい、

評価の観点、正答率と誤答の反応

率を示し、誤答の要因や児童・生

徒の課題等を分析しています。 
 

 

 

 

 

 

                     

 この問題の結果分析からは、「話

の内容を正確に聞き取ることはで

きるが、話合いの方向を捉えるこ

とに課題がある」ことが分かりま

す。 

授業改善のポイント

 結果分析を基に、どのような
点で授業改善が必要なのか、ど
のように授業を改善していけ
ばよいのかを、【授業改善のポ
イント】として示しています。

◆小学校：Ｐ16～Ｐ79、中学校：Ｐ94～Ｐ181 に掲載 

「できない」「わからない」を 
「できる」「わかる」へ 

 告書」には、ここで御紹介した内容の他にも、「平成 25

年度全国学力・学習状況調査の結果について」や「学校に関する

質問紙調査の結果」等、児童・生徒の学習上のつまずきや課題を

把握するための資料が掲載されています。 

 ここでは、話合いの話題や方向

を捉える力を育成するための指

導の工夫として、課題解決のため

の話合いに取り組ませる事例を

紹介しています。 

 【授業改善のポイント】につ
いて〈指導事例〉を示し、授業
改善の具体的な手だてや指導
の工夫、効果的な教材等の提案
をしています。 

「報

 全ての児童・生徒に確かな学力を定着させるための資料とし

て、本「報告書」をぜひ御活用ください。 

 「児童・生徒の学力向上を図るための
調査」報告書は、東京都教育委員会ホー
ムページの「学び応援ページ」で閲覧す
ることができます。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼩学校算数 習熟度別指導のポイント 
わたしたちは⼀⽇の間に何回、計算をしたり数値を測ったりしているでしょうか。計算

ができなければ、買い物をする時に困ります。数値を測れなければ、⽬的地に時間どおり
に到着することもできません。算数や数学で学んだことは、わたしたちの⽇常⽣活の中の
ささいなところにも⽣かされています。 

算数・数学は「積み上げ型の教科」とも呼ばれ、それまでの学習内容を⼟台とし、その
上に次の学習内容を建物のように載せていくという特徴があります。⼟台がしっかり固ま
っていなければ、その上に建物を建てることはできません。 

「⼟台」となる知識・理解や技能の学習内容に焦点化して、全ての児童が基本からスター
トし、スモールステップで完全個別習得する習熟度別の指導を⾏うことが⼤切です。 

 

 

 

満足から意欲へ 
意欲から向上へ 

もっと 

 がんばろう！ 

できた！ 
分かった！ 

力が 

ついた！ 

 この「学びのサイクル」を

スモールステップで繰り返

していくことが大切です。 

◆ 単元ごとの柔軟なコース編成 
◆ コースに応じた効果的な学習課題や教材 
◆ つまずいたところに⽴ち戻る補充的な指導 
◆ 学んだことを⽣かす発展的な内容 

習熟度別指導
の 

ポイント 

 全員が「できる」まで、
全員が「分かる」ように、
指導します。 

⾃分に⾃信をもち
⾃らの⼒で⾃⾝の未来を切り開いていく児童 

《学びのサイクル》 

●満足 

「できた」「分かった」と実

感することによって、次も頑張

ろうという意欲が生まれます。

●意欲 

 頑張って取り組むことで、学

習の成果が上がります。 

●向上 

 成果を実感することで、さら

に前向きに学習に取り組んで

いきます。 

 東京都教育委員会は、教科書の例題にあるような、各教科の基本

となる問題について、義務教育修了までに東京都の全ての児童が「で

きる」「分かる」ようにする指導を推進していきます。 
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平平成成 2255 年年度度中中学学生生科科学学ココンンテテスストト表表彰彰式式をを開開催催ししままししたた！！  
 

 巻頭で御報告した、中学生科学コンテストの表彰式

が、12 月 9 日（月）に、東京都庁で行われました。

入賞した 10 チームの生徒たちは、皆笑顔で賞状とメ

ダルを受け取っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本コンテストは来年度も実施する予定です。来年度も生徒のみなさんの参加をお待ちしています。 

 

～～東東京京ジジュュニニアア科科学学塾塾（（第第５５回回））のの活活動動よよりり～～  
 

11 月 10 日に開催した「東京ジュニア科学塾（第５回）」の様

子をお伝えします。 

この日は都立科学技術高等学校を訪問し、学校の紹介や高校生

による研究発表を開き、校内の施設を見学した後、先生方による

講義と実習に参加しました。 

高校生による研究発表では、代々引き継がれながら研究が進め

られているロボット（障害物を避けながら移動する！）の紹介が

あり、科学塾生の熱心な質問に高校生が丁寧に答えてくれました。 

先生方による講義と実習では、「力のつり合い」「燃

料電池」「身近な発熱反応」について学びました。 

講義と実習では、科学技術が私たちの生活に役立っ

ていることや、「どのような視点で実験を行えばよい

か」といったことについて知ることができました。 

参加した生徒たちからは、「科学技術が身近に使わ

れていることを実感できた。」「中学校卒業後の進路に

ついて考える機会となった。」といった声が聞かれま

した。 

「「「 理理理 数数数 教教教 育育育 ののの 窓窓窓」」」―――理理理数数数好好好きききののの⼦⼦⼦供供供たたたちちちををを育育育てててるるるたたためめめににに―――  

表表彰彰式式のの様様子子  

 

平平成成 2255 年年度度  中中学学生生科科学学ココンンテテスストト  

入入賞賞チチーームム一一覧覧  

賞 チーム番号 メンバーの所属校 

９８ 都立大泉高等学校附属中学校

 
金 賞 

 
第１位と 
第２位の １０２ 都立武蔵高等学校附属中学校
チーム 

３８ 駒 場 東 邦 中 学 校
 

銀 賞 

４２ 東京都市大学付属中学校
 

第３位～ 
第５位の 
チーム ９５ 稲城市立稲城第五中学校

２７ 都立白鷗高等学校附属中学校

３３ 都立桜修館中等教育学校

４１ 駒 場 東 邦 中 学 校

６２ 中 野 区 立 北 中 野 中 学 校

 
銅 賞 

 
第６位～ 
第10位の
チーム 

１０８ 都立武蔵高等学校附属中学校

＊この表は、賞ごとにチーム番号順に並べたものであり、 

合計得点の順に並べたものではありません。 
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（活⽤例）⼩学校３・４年⽣版「⼼ しなやかに」 第⼆章 先⼈の⽣き⽅に学ぶ 
             「ワンダフル・ヒトミ －⼈⾒ 絹枝－」② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果的な「導⼊」の⼯夫（「資料への導⼊」）
「最近のとても素敵なニュースとして、2020 年に行われることが決定し

たものは何ですか？」 

「チェコという国にある記念碑の写真です。何と書かれていますか？」 

と児童に問いかけながら、児童の資料への期待感を高めることを目的に、

「オリンピック」と「チェコの人々が、その活躍のすばらしさをたたえて、

記念碑を建てた“人見絹枝”」の物語であることを説明しました。 

効果的な「終末」の⼯夫（「先⼈のことば」の活⽤）
第１章「先人のことば」Ｐ.４の、岡本太郎の言葉を紹介すること

で、夢に向かって、できるかぎり努力することの大切さを伝えます。

「「「 道道道 徳徳徳 教教教 育育育 ののの 窓窓窓 」」」      
―――   東東東 京京京 ののの ⼦⼦⼦ 供供供 たたた ちちち ののの 豊豊豊 かかか ななな ⼼⼼⼼ ををを 育育育 むむむ   ―――   

 

導入の方法として、「価値への導入」や「資料への導入」などがあります。「価値への導入」は、ねらいと

する道徳的価値への方向付けを意図したものです。一方、「資料への導入」は、児童・生徒の生活経験から

では理解しにくい資料について、登場人物、時代背景や場面設定についての理解を促すとともに、資料への

期待感を高めたい場合に有効です。また、音楽を聴いたり、歌を歌ったり…、落ち着いた雰囲気の中で資料

と出会わせるなど、「学習への雰囲気作り」を大切にした導入も考えられます。 

前号に引き続き、「ワンダフル・ヒトミ －人見 絹枝－」を中心資料とした授業を例に、授業

実践のポイントについて解説します。 

 「展開」のポイント（資料の「範例的活⽤」による発問の設定） 
○ 教師が「ワンダフル・ヒトミ」を範読 

○ 発  問「新聞記者でもある絹枝選手が、夜も練習し努力したのは、どのような思いからでしょうか。」 

○ 中心発問「百ｍ走決勝レースに残ることができなかった絹枝は、どのような気持ちになったでしょうか。」 

○ 発  問「銀メダルを手に入れた絹枝は、どのような気持ちで国旗を見つめていたのでしょうか。」 

 「終末」では、児童・生徒が、「展開」を通して自分のものと

して捉えた道徳的価値について振り返って整理し、自分なりに受

け止めるとともに、実践化への意欲を高めることが大切です。 

そのため、教師が説話をする際に、名言・名句、作文や手紙な

ど、児童・生徒の感銘や感動を呼び起こす資料を提示する方法も

効果的です。 

 

 

○ 発  問「自分でやろうと決めたことをやり遂げたことはありますか。そのとき、どのような気持ちでしたか。」

 道徳の時間のねらいに基づき、資料のもつ特質に着目して、それを有効に活用するための考え方として「活

用類型」があります。例えば、同じ資料であっても、「活用類型」によって、発問の仕方が変わってきます。
 
「共感的活用」… 資料中の中心人物等の考え方、感じ方に共感させることによって、自分の現在の価値観

に気付かせ、自己の生き方についての自覚を促します。 

「批判的活用」… 資料中の中心人物等の行為や考え方を児童・生徒に批判的に捉えさせ、どうあるべきか

について互いに意見を交わすことにより、道徳的な考え方、感じ方を深めさせます。 

「範例的活用」… 資料中の中心人物等の行った道徳的行為を、児童・生徒に一つの模範例として受け止め

させることにより、道徳的価値の自覚を深めさせます。 

「感動的活用」… 深い感銘を与える資料において、児童・生徒の感動を特に重視し、その源を見つめさせ

ることで、ねらいとする道徳的価値に気付かせます。 
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ステップ１ 「１つの文を分りやすくしましょう。」 

 

 

★問題文を正しく理解できるようにするため、文の途中での改行しているとき

は、１文ずつになるようにノートに書き直しをさせてみましょう。また、読

みにくい字には振り仮名を付けたり、問題文を読み聞かせたりするなどの配

慮をしましょう。 

ステップ２ 「絵や図を書いてみましょう。」 

★状況を頭の中にイメージするには、具体

的で視覚的な手がかりが必要です。数量

がどのような関係になっているのかを視

覚的に分るようにします。 

 

ステップ３ 「式にあらわしてみましょう。」 
★どの四則演算の記号を使ったらよいかをヒントを示しながら、 

一緒に式を書いてみましょう。 

「「「特特特別別別⽀⽀⽀援援援教教教育育育ののの窓窓窓」」」
―――全全全てててののの学学学校校校ででで実実実施施施すすするるる特特特別別別⽀⽀⽀援援援教教教育育育ののの推推推進進進ををを⽬⽬⽬指指指しししてててーーー   

 

学習に意欲的に取り組めるように、Ａさんの得意なことや自信を

もってできることを大切にした指導を工夫してみましょう。 

 

○文章から状況がイメージできず、式で表すことが

難しい。 

○問題文に読み取りにくい単語がある。 

５年生のＡさんは、算数の学習で計算問題は得意ですが、文章題に強い苦手意識があります。算数の

プリントでは、文章題になると、「もうできない」「分からない」と言ってあきらめてしまいます。 

Ａさんに対しどのような配慮や支援をしていけばよいでしょうか。 

支援のポイント 

 

○式があれば計算問題はできる。 

○絵を描くことや文字を書くことが好きで、ノー

トをきれいにとっている。 

◆苦手なこと 

苦手なことだけでなく、児童・生徒が「今できること」に目を向け、 

一人ひとりが意欲的に取り組むことのできる授業を進めましょう。 

Ａさんの得意なこと 

問題 １ｍ１２０円のリボンがあります。２．６ｍの代金はい

くらでしょう。 

★式が書けたら、計算は得

意なので、計算結果を指名

するなどして褒める機会

を作りましょう。 

★得意な書く操

作をすることで、

苦手な文章題に

も取り組める手

がかりを工夫し

ましょう。 

１ｍ

１２０円 2.6ｍ

□円

２．６ｍの代金
だ い き ん

はいくらでしょう。 

問題 １ｍ１２０円のリボンがあります。 
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